
明
治
初
期
中
央
官
員
の
休
日
考

宮
　
崎
　
貴
　
臣

「
　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
筆
者
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
、
「
明
治
初
期
中
央
宮
口
貝
に
関
す
る
研
究
」
　
の
な
か
の
休
暇
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷

過
程
を
論
ず
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
官
僚
制
は
、
江
戸
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
た
変
革
期
の
な
か
で
創
設
さ
れ
、
現
在
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
近
代
国
家
形
成

に
お
い
て
は
重
要
な
制
度
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
い
る
官
員
は
国
家
機
関
を
構
成
し
、
国
民
一
般
を
統
治
す
る
特
殊
な
集
団
で
あ
懲

そ
し
て
ま
た
、
国
家
運
営
の
担
い
手
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
現
在
の
政
治
運
営
に
お
い
て
も
官
員
あ
り
き
の
政

治
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
（
官
）
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
も
、
官
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
官
庁
や
官
職
か
ら
、
官

吏
そ
し
て
警
察
官
や
消
防
官
、
さ
ら
に
官
民
な
ど
日
本
の
社
会
に
は
様
々
で
多
彩
な
装
い
を
凝
ら
し
（
官
）
が
登
場
し
充
満
し
て
い

0
－

∴
・

こ
の
官
員
と
は
一
般
に
官
吏
や
役
人
を
指
す
も
の
と
さ
れ
、
現
在
で
は
行
政
部
内
に
勤
務
す
る
国
家
公
務
員
と
は
ぼ
同
義
で
あ
る
。

当
時
の
官
員
の
制
度
は
主
に
太
政
官
の
達
し
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
現
代
の
国
家
公
務
員
法
と
異
な
り
、
官
員
制
度
全
般
を
包
摂
し

た
単
一
の
法
典
は
な
く
、
分
野
ご
と
に
そ
の
都
度
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
制
度
を
知
ろ
う
と
し
て
も
系
統
的
な
も
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の
が
見
当
た
ら
ず
非
常
に
困
難
を
極
め
る
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
踏
ま
え
、
か
つ
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
と
い
う
こ
の
慌
た
だ
し
い
変
革
期
の
な
か
で
、
国
の
政
を
つ
か
さ
ど
る

官
員
の
様
々
な
様
態
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
筆
者
の
興
味
の
ひ
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
以
上
の

理
由
を
も
っ
て
筆
者
は
本
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
一
部
と
し
て
本
稿
で
は
、
明
治
初
期
中
央
官
員
の
休
暇
制
度
の
変

遷
過
程
を
一
つ
一
つ
分
類
し
な
が
ら
列
挙
す
る
と
と
も
に
考
察
を
加
え
な
が
ら
、
史
料
に
基
づ
き
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

な
お
、
本
研
究
の
対
象
時
期
中
は
、
変
革
期
の
な
か
で
あ
っ
て
、
明
治
五
年
ま
で
は
太
陰
暦
を
使
用
し
、
明
治
六
年
か
ら
は
太
陽

暦
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
文
中
に
お
い
て
関
係
し
て
く
る
こ
と
な
の
で
、
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
明
治
の
年

3

号
に
お
い
て
も
、
慶
應
四
年
か
ら
明
治
元
年
と
改
め
ら
れ
た
の
は
「
九
月
八
日
の
布
告
」
（
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
九
月

八
日
以
前
の
慶
應
四
年
に
つ
い
て
も
す
べ
て
明
治
元
年
と
表
記
し
た
。
さ
ら
に
こ
こ
で
明
治
時
代
の
官
員
と
官
吏
の
用
語
的
区
別
を

し
て
お
き
た
い
。
官
員
と
は
官
吏
や
役
人
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
治
時
代
を
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
官
吏
と
は
、
一
般
的
に
明
治
憲
法
体
制
の
も
と
で
秩
序
づ
け
ら
れ
た
そ
の
制
度
上
の
呼
称
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
明
治
憲

法
制
定
以
前
の
時
代
を
扱
う
た
め
、
官
員
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

l
「
　
休
暇
日

4

明
治
元
年
正
月
二
十
一
日
、
参
輿
で
あ
る
万
里
小
路
博
房
よ
り
「
参
退
時
刻
休
暇
臼
井
議
事
規
程
ヲ
定
ム
］
　
に
よ
っ
て
、
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と
一
六
の
日
を
休
み
と
す
る
旨
の
達
し
が
だ
さ
れ
た
。
こ
の
一
六
休
暇
自
制
と
は
、
一
日
・
六
日
・
十
一
日
・
十
六
日
・
二
十
一
日
・5
．

二
十
六
日
と
一
ケ
月
に
六
回
の
休
暇
日
が
定
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
の
月
の
三
十
一
日
は
休
暇
日
で
は
な
か
っ
ね
。

ト

ま
た
、
同
年
六
月
二
十
七
日
に
は
、
「
来
月
一
日
依
日
蝕
被
止
参
賀
候
草
］
と
あ
り
、
当
時
は
日
食
の
日
の
参
賀
は
中
止
と
な
っ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
古
代
に
お
い
て
は
、
太
陽
を
君
主
の
象
徴
と
し
て
、
日
食
時
に
国
家
行
事
が
行
わ
れ
れ
ば
、
君
主
の
尊
厳
が
傷
つ

け
ら
れ
て
、
や
が
て
は
臣
下
に
よ
っ
て
国
が
滅
ぼ
さ
れ
る
前
兆
と
な
る
と
い
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
日
食
を
予
測
し
て
こ
れ
に
備
え
る

必
要
性
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
が
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
九
月
十
八
日
に
は
、
「
乗
二
十
一
日

7

休
日
ニ
テ
無
之
二
十
二
日
休
日
之
事
但
以
後
一
六
ノ
日
休
日
ノ
載
」
と
の
達
し
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
二
十
二
日
が
始
め
て
天

8

長
節
で
あ
る
の
で
、
そ
の
前
日
と
交
換
し
た
の
で
あ
有
。
た
だ
し
以
後
一
六
の
日
が
休
日
で
あ
る
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的

9

に
休
日
は
一
六
の
日
で
あ
っ
た
。
明
治
二
年
八
月
七
日
に
も
太
政
官
規
則
で
、
「
節
朔
一
六
休
暇
之
告
と
あ
り
、
そ
の
後
の
十
一

月
の
太
政
官
規
則
改
正
で
も
休
暇
の
変
化
は
な
く
、
以
後
「
一
六
の
日
休
日
」
が
原
則
で
あ
っ
て
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
都
度
、
達

し
に
よ
っ
て
定
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
九
年
に
こ
の
休
暇
制
度
は
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
曜
休
暇
の
採

用
で
あ
る
。
こ
の
日
曜
休
暇
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
元
年
六
月
に
す
で
に
横
浜
運
上
所
に
お
い
て
、
西
洋
の
日
曜
日
並
び
に
ク

リ
ス
マ
ス
を
休
日
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
な
か
な
か
一
般
に
普
及
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
明
治
九
年
三
月
十

二
日
に
、
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従
前
一
六
日
休
暇
ノ
虞
来
ル
四
月
ヨ
リ
日
曜
日
ヲ
以
テ
休
暇
卜
被
定
候
條
此
旨
相
達
候
事

但
土
曜
日
ハ
正
午
十
二
時
ヨ
リ
休
暇
タ
ル
へ
キ
事



ハ
H
H
H
r

と
の
達
し
が
だ
さ
れ
、
こ
こ
に
休
日
制
の
起
源
と
い
う
べ
き
日
曜
日
休
日
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
諸
官
省
は
じ

め
、
官
立
私
立
学
校
も
皆
一
様
に
日
曜
休
暇
及
び
土
曜
午
後
休
暇
を
採
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

三
、
正
月
休
暇

いハH
u

明
治
元
年
十
二
月
二
十
二
日
に
は
　
「
本
月
二
十
六
日
以
後
休
暇
及
正
月
中
休
暇
ヲ
定
ム
」
　
に
よ
っ
て
、
十
二
月
二
十
六
日
以
後

の
休
み
と
来
年
正
月
の
休
み
に
つ
い
て
次
の
通
り
取
り
決
め
ら
れ
た
。

乗
ル
廿
六
日
ヨ
リ
正
月
三
日
迄
休
暇
之
事

四
日
ヨ
リ
御
用
初
二
付
出
勤
之
事

六
日
　
七
日
　
十
一
日
　
十
五
日
　
十
六
日
　
休
暇
之
事

翌
日
に
は
　
「
乗
ル
廿
八
日
廿
九
日
休
日
尤
御
用
有
之
輩
ハ
臨
時
参

H
H
u

朝
可
有
之
事
」
　
と
用
が
あ
る
際
は
二
十
八
日
、
二
十
九
日
と

休
日
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
臨
時
の
参
朝
を
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
翌
年
の
正
月
三
日
ま
で
休
暇
日
と
定

め
た
点
で
は
、
こ
れ
は
後
の
年
末
年
始
休
暇
の
起
源
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
明
治
二
年
以
後
の
年
末
年
始
休
暇
に
つ
い

て
簡
単
に
記
し
て
み
る
短
、
明
治
二
年
は
十
二
月
二
十
二
日
に
「
本
月
休
暇
及
正
月
政
始
ノ
日
ヲ
定
ム
」
に
よ
っ
て
、
「
来
ル
廿
九

日
晦
日
休
暇
乗
ル
正
月
四
日
ヨ
リ
政
始
之
事
」
と
あ
る
。
明
治
三
年
に
つ
い
て
は
明
確
な
規
定
が
み
あ
た
ら
な
い
が
、
十
二
月
十
八

日
の
　
「
諸
官
省
東
京
府
休
暇
並
御
用
仕
舞
歳
末
御
祝
儀
等
日
限
」
　
の
な
か
に
、
「
廿
六
日
御
用
仕
舞
二
付
同
日
休
暇
無
之
事
」
と
あ

る
の
で
、
翌
日
二
十
七
日
か
ら
が
休
み
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
十
二
月
廿
四
日
に
「
乗
ル
正
月
四
日
政
始
二
村
」
と
あ
る



こ
と
か
ら
も
、
明
治
三
年
の
年
末
年
始
休
暇
は
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
翌
年
の
正
月
三
日
ま
で
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

明
治
四
年
に
つ
い
て
も
明
確
な
規
定
は
な
い
が
、
十
二
月
二
十
六
日
、
前
年
同
様
に
　
「
来
ル
廿
七
日
御
用
仕
舞
ノ
事
」
と
あ
り
、
十

二
月
二
十
二
日
に
は
「
来
ル
壬
申
年
新
歳
式
ヲ
定
ム
」
　
に
よ
り
、
正
月
四
日
の
政
始
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
二
月
二
十

八
日
か
ら
翌
年
正
月
三
日
ま
で
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
明
治
五
年
で
は
、
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
の
切
り
替
え
の
た
め
規
定

が
な
く
、
明
治
六
年
一
月
太
政
官
布
告
を
も
っ
て
、
一
月
一
日
よ
り
三
日
ま
で
と
、
十
二
月
二
十
九
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で
を
休
暇

日
と
定
め
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
年
末
年
始
休
暇
の
形
態
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
盆
・
暑
中
休
暇

明
治
二
年
の
七
月
十
三
日
に
は
、
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明
十
四
日
ヨ
リ
十
六
日
迄
休
暇
ノ
事

ハ
W

と
あ
り
、
三
日
間
の
休
暇
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
『
明
治
文
化
全
集
別
巻
明
治
事
物
起
源
』
　
で
は
、
「
明
治
四
年
七

ハ
H
H
r

月
十
四
日
に
、
十
四
日
よ
り
十
六
日
に
至
る
三
日
間
、
官
吏
に
休
暇
を
輿
へ
し
は
、
孟
蘭
盆
の
休
み
な
り
。
」
　
と
し
て
、
明
治
四
年

を
盆
休
み
の
起
源
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
明
治
二
年
の
段
階
で
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
の
休
暇
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
年
を
み
て
み
る
と
、
七
月
十
日
に
、

来
ル
十
四
日
休
暇
ノ
事



但
十
五
六
両
日
ハ
例
ノ
通
可
心
得
事

と
あ
畑
、
十
五
、
十
六
日
も
「
例
ノ
通
」
と
し
て
休
暇
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
明
治
四
年
の
七
月
十
二
日
達
で
、

乗
ル
十
四
日
ヨ
リ
十
六
日
迄
休
暇
ノ
事

但
例
年
右
ノ
通
被
定
候

れ
り
ハHHr

と
定
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
　
「
例
年
右
ノ
通
被
定
候
」
と
今
後
七
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
は
毎
年
休
暇
に
す
る
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
明
治
四
年
を
盆
休
み
の
起
源
と
す
る
な
ら
ば
、
明
治
二
年
、
三
年
の
規
定
は
、
そ
れ
を
試
験
的

に
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
明
治
二
年
か
ら
同
じ
よ
う
に

達
し
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
明
治
二
年
の
達
し
が
今
の
盆
休
み
の
起
源
に
あ
た
る
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

ま
た
、
明
治
三
年
は
暑
中
休
暇
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
三
年
二
月
制
定
の
大
華
南
校
休
暇
表
な
る
も
の
に
「
自
六
月

鳩

二
十
一
日
至
七
月
二
十
日
休
暇
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
暑
中
休
暇
を
最
も
早
く
採
用
し
た
一
例
で
あ
る
。
こ
の
南
校
の
休
暇
を
基
と

し
て
、
明
治
六
年
一
月
七
日
に
「
六
月
二
十
八
日
ヨ
リ
三
十
日
迄
」
と
官
員
に
休
暇
を
与
え
る
が
、
五
カ
月
後
の
六
月
二
十
三
日
太

政
官
布
告
第
二
百
二
十
一
号
に
よ
っ
て
取
り
消
し
て
い
有
。
そ
し
て
同
年
七
月
二
十
二
日
に
さ
ら
に
官
員
に
対
す
る
暑
中
休
暇
を

の
u

八
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
奏
任
官
以
上
は
十
五
日
以
内
、
判
任
官
以
下
は
五
日
以
内
と
し
て
与
え
た
。
明
治
七
年
に

は
七
月
三
日
に
、
七
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で
諸
官
員
に
暑
中
休
暇
を
賜
い
、
「
各
靡
共
長
官
ヨ
リ
御
用
ノ
都
合
見
計
休
暇
可
m
U
C

申
達
事
」
と
し
、
休
暇
中
は
「
賜
暇
中
旅
行
ノ
儀
モ
被
差
許
候
問
其
行
先
可
届
出
此
旨
相
達
候
事
」
と
旅
行
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
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た
だ
し
、
そ
の
行
き
先
は
必
ず
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

五
、
祝
祭
白

わ
が
国
に
は
祝
日
・
祭
日
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
祝
日
・
祭
日
の
発
端
は
、
明
治
元
年
九
月
二
十
二
日
の

天
長
節
で
あ
る
。
こ
の
天
長
節
と
は
天
皇
誕
生
の
日
で
あ
り
八
月
二
十
六
日
に
行
政
官
よ
り
、
「
九
月
二
十
二
日
ハ
　
聖
上
　
御
誕

辰
相
普
二
付
毎
年
此
辰
ヲ
以
群
臣
二
輔
宴
ヲ
賜
ヒ
　
天
長
節
御
執
行
相
成
天
下
ノ
刑
戟
被
差
停
候
偏
二
衆
庶
卜
御
慶
福
ヲ
共
二
被
遊

つ
－
のはV

候
　
恩
召
二
候
間
於
庶
民
モ
一
同
御
嘉
節
ヲ
奉
祝
候
様
被
　
仰
出
候
事
」
　
と
の
布
告
が
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
休
暇
日

の
項
で
も
述
べ
た
如
く
、
九
月
十
八
日
に
、
「
乗
二
十
一
日
休
日
ニ
テ
無
之
二
十
二
日
休
日
之
事
」
と
、
本
来
な
ら
ば
休
日
で
あ
る

二
十
一
日
を
休
日
と
せ
ず
、
こ
の
天
長
節
で
あ
る
二
十
二
日
と
差
し
替
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
天
長
節
は
祝
日
と
な
っ
た
。
こ

瑚
W
亡

の
一
方
で
明
治
三
年
ま
で
昔
か
ら
の
な
ら
わ
し
と
し
て
の
御
節
句
等
が
祝
日
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

糾

明
治
五
年
に
は
十
一
月
十
五
日
に
「
神
武
天
皇
御
即
位
祝
日
例
年
御
祭
典
」
　
に
お
い
て
、
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第
一
月
廿
九
日
　
神
武
天
皇
御
即
位
相
富
二
付
祝
日
ト
被
定
例
年
御
祭
典
被
執
行
候
事

と
定
め
ら
れ
、
こ
の
達
し
を
も
っ
て
神
武
天
皇
御
即
位
日
を
祝
日
と
定
め
ら
れ
た
4

以
上
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
祝
日
祭
日
で
あ
る
が
、
明
治
六
年
に
改
暦
に
よ
っ
て
一
皮
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ
は
明
治
六
年
一

n
W
バ
し

月
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、
次
の
如
く
お
こ
な
わ
れ
た
。



今
般
改
暦
二
付
人
日
上
巳
端
午
七
夕
重
陽
ノ
五
節
ヲ
廃
シ
　
神
武
天
皇
即
位
日
天
長
節
ノ
両
日
ヲ
以
テ
自
今
祝
日
ト
被
定
候
事

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
、
入
日
・
上
巳
・
端
午
・
七
夕
・
重
陽
の
五
節
句
が
全
て
廃
さ
れ
、
神
武
天
皇
御
即
位

日
と
天
長
節
と
の
両
日
を
以
っ
て
、
祝
日
と
改
定
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
神
武
天
皇
御
即
位
日
で
あ
る
が
、
明
治
六
年
太
政
官

m
W
のHur

布
告
第
九
十
一
号
の
　
「
神
武
天
皇
御
即
位
日
紀
元
節
卜
被
構
候
事
」
　
を
以
っ
て
、
紀
元
節
と
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
翌

年
の
明
治
七
年
に
、
新
暦
の
二
月
十
一
日
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

即

つ
い
で
、
明
治
六
年
十
月
十
四
日
の
太
政
官
布
告
第
三
百
四
十
四
号
「
年
中
祭
日
祝
日
ノ
休
暇
日
ヲ
定
ム
」
　
に
よ
っ
て
、
次
の

如
く
元
始
祭
・
新
年
宴
会
・
孝
明
天
皇
祭
・
紀
元
節
・
神
武
天
皇
祭
・
神
嘗
祭
・
天
長
節
・
新
嘗
祭
の
年
中
八
度
の
祝
日
・
祭
日
を

定
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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年
中
祭
日
祝
日
等
ノ
休
暇
日
左
ノ
通
候
條
此
旨
布
告
候
事

元
始
祭

新
年
宴
会

孝
明
天
皇
祭

紀
元
節

神
武
天
皇
祭

神
嘗
祭

天
長
節

一
月
三
日

一
月
五
日

一
月
三
十
日

二
月
十
一
日

四
月
三
日

九
月
十
七
日

十
一
月
三
日



新
嘗
祭

十
一
月
二
十
三
日

こ
れ
に
よ
り
今
日
の
祝
日
・
祭
日
を
休
暇
日
と
す
る
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祝
日
・
祭
日
を
休
暇
日
と
す
る
こ
と
で
、
単

に
皇
室
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
家
国
民
総
て
を
通
じ
て
謹
み
敬
い
、
祝
福
の
純
情
を
披
露
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

細
1
亡

明
治
十
一
年
に
春
季
皇
霊
祭
及
び
、
秋
季
皇
霊
祭
の
二
種
が
加
え
ら
れ
、
こ
れ
を
含
め
て
全
十
度
と
な
り
、
明
治
期
に
お
け
る

祝
日
・
祭
日
の
制
は
定
ま
っ
た
。

六
、
遠
方
出
張
帰
京
休
暇

明
治
二
年
に
な
る
と
、
六
月
九
日
に
　
「
諸
官
員
御
用
こ
テ
東
京
其
外
遠
方
へ
出
役
シ
候
面
々
蹄
京
之
節
着
後
三
日
休
息
不
及
出
仕

候
事
」
と
し
て
、
諸
官
員
に
遠
方
出
張
後
の
三
日
間
の
休
暇
を
与
え
た
。
た
だ
し
、
差
し
掛
か
り
の
用
が
あ
る
場
合
は
「
御
用
済
之

亡

上
同
断
休
息
可
致
事
」
と
そ
の
用
事
が
済
ん
だ
う
え
で
の
三
日
間
の
休
暇
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

翌
年
明
治
三
年
の
八
月
二
十
九
日
に
は
「
諸
官
員
遠
国
出
張
蹄
京
後
休
暇
ヲ
賜
フ
」
　
の
達
し
に
よ
っ
て
、
明
治
二
年
同
様
、
官
員

の
遠
国
出
張
後
の
特
別
休
暇
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
年
の
段
階
で
は
一
律
に
帰
京
後
三
日
間
の
休
暇
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
今
回
の
規
定
で
は
出
張
先
の
距
離
に
よ
っ
て
、
休
暇
の
期
間
も
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
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の
じ

で
あ
っ
た
。
当
時
は
遠
国
に
出
張
と
い
っ
て
も
今
の
よ
う
に
日
帰
り
で
い
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
何
日
も
か
け
て
出
張
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
疲
れ
を
癒
す
意
味
で
あ
っ
て
、
休
暇
を
賜
う
と
い
う
形
で
、
政
府
の
恩
恵
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
強
め

た
形
の
休
暇
で
あ
っ
た
。

七
、
そ
の
他
の
休
暇

明
治
元
年
に
天
皇
還
孝
に
際
し
て
の
休
暇
が
達
せ
ら
れ
た
。
明
治
元
年
の
十
二
月
十
五
日
に
初
め
て
達
し
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、

〃
U

「
乗
ル
廿
二
日
　
還
幸
二
付
諸
官
休
日
之
事
」
　
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

り
ー

わ
H
W

つ
い
で
、
七
月
九
日
に
は
太
政
官
の
休
暇
が
「
本
日
太
政
官
休
暇
」
　
に
よ
っ
て
だ
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
今
九
日
参
議

以
上
外
御
用
ニ
テ
出
仕
無
之
二
付
嘗
官
休
暇
ノ
事
」
と
さ
れ
、
こ
の
後
も
同
様
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。

明
治
六
年
の
九
月
に
は
「
自
今
諸
官
員
父
母
ノ
祭
日
ニ
ハ
休
暇
ヲ
賜
り
候
此
旨
相
達
候
事
」
と
の
達
し
が
出
た
。
当
時
は
祭
日
と

刃ね
じ

い
う
と
死
者
を
祭
る
と
い
っ
た
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
た
め
、
喪
に
対
す
る
休
日
と
思
わ
れ
、
こ
の
推
測
よ
り
現
在
の
　
「
忌
引
休
暇
」

の
起
源
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

八
、
お
わ
日
ソ
に

江
戸
か
ら
明
治
と
い
う
一
時
代
の
変
革
期
の
な
か
で
創
設
さ
れ
た
日
本
の
官
僚
制
は
、
慌
し
い
時
代
の
変
化
と
と
も
に
欧
米
諸
国

に
倣
う
形
で
近
代
の
法
治
国
家
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
様
々
な
制
度
の
整
備
を
急
務
と
し
、
順
次
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
本
稿
で
は

そ
の
官
僚
制
の
構
成
員
で
あ
る
官
員
（
中
央
官
員
に
限
定
）
　
の
休
暇
制
度
に
焦
点
を
あ
て
、
明
治
元
年
か
ら
日
曜
休
日
制
が
採
ら
れ

る
ま
で
の
、
様
々
な
休
暇
制
度
の
変
化
の
過
程
を
見
て
き
た
。
当
時
の
休
暇
日
は
一
六
の
日
で
あ
り
、
現
在
の
日
曜
休
暇
制
（
半
ド
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ン
有
り
）
が
採
用
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
変
遷
過
程
は
と
い
う
と
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
都
度
達
し
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
暑
中
休
暇
や
盆
休
み
、
さ
ら
に
は
年
末
年
始
休
暇
の
規
定
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
こ
の
頃
か

ら
で
あ
る
。
正
月
休
暇
は
明
治
元
年
の
達
し
に
よ
り
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
も
言
葉
と
し
て
は
正
月
休
暇
と
は
記
し
て

な
い
が
、
同
様
の
達
し
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
。
暑
中
休
暇
も
明
治
三
年
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
官
員
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
盆
休
暇
に
関
し
て
は
、
明
治
四
年
に
、
今
後
「
例
年
右
ノ
通
」
と
の
達
し
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
明
治
四
年
が
盆
休
み

の
起
源
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
前
の
明
治
二
年
か
ら
同
日
程
に
て
休
暇
が
出
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
本
稿
に
お
い
て
、
こ
の

明
治
二
年
の
達
し
が
盆
休
み
の
起
源
で
あ
る
と
し
た
。
祝
祭
日
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
の
改
暦
に
伴
い
大
き
く
変
化
を
遂
げ
制
定

さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
当
時
は
遠
距
離
出
張
帰
京
後
の
休
暇
も
与
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
官
員
が
特
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
官
員
の
休
日
の
様
態
が
規
則
と
し
て
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う

こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
特
に
そ
の
当
時
の
法
令
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
『
法
令
全
書
』
を
基
本
資

料
に
捉
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
遷
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
制
度
上
で
の
官
員
の
休
暇
に
関
す

る
変
遷
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
で
、
休
暇
に
つ
い
て
の
制
度
上
の
ま
と
ま
り
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
史
料
の
関
係
等
に
よ
り
、
制
度
が
中
心
で
、
実
際
こ
の
よ
う
な
規
則
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て

い
た
の
か
と
い
っ
た
実
態
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
調
べ
る
に
は
至
ら
ず
、
課
題
の
残
る
も
の
と
な
っ
た
。
今
後
こ
の
蓄
積
し
た
課
題

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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3）（2
4567890

日
H
u（14）且3）（12）（11）

由
井
正
臣
・
大
日
方
純
夫
校
注
、
日
本
近
代
思
想
体
系
3
『
官
僚
制
　
警
察
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
　
で
は
、
官
僚
ま
た
官
僚
制
は
国
家
機
構

と
不
可
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

井
出
嘉
憲
著
『
日
本
官
僚
制
と
行
政
文
化
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
一
貢
参
照
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
巻
　
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
八
八
頁
。
「
今
後
年
墟
ハ
御
一
代
一
兢
二
定
メ
慶
應
四
年
ヲ
改
テ
明
治

元
年
ト
鵠
ス
及
詔
書
」

同
右
、
二
一
頁
。

朝
倉
晴
彦
編
『
明
治
官
制
辞
典
』
　
（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
四
十
四
年
）
一
四
八
貢
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
二
〇
五
貢
。
そ
の
後
も
毎
年
日
食
の
日
に
は
参
賀
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

同
右
、
二
九
八
l
二
九
九
貢
。

明
治
文
化
研
究
全
編
『
明
治
文
化
全
集
』
別
巻
明
治
事
物
起
源
下
巻
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
一
二
六
五
貢
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
二
巻
　
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
九
四
五
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
九
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
年
）
　
二
九
〇
頁
。

こ
の
規
定
に
よ
り
日
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
か
ら
休
暇
な
っ
た
の
だ
が
、
土
曜
日
の
半
分
が
休
日
の
こ
と
を
「
半
ド
ン
」
と
言
っ
て
い
た
。
こ
の

「
半
ド
ン
」
　
で
あ
る
が
、
「
ド
ン
タ
ク
」
の
半
分
で
あ
る
た
め
　
「
半
ド
ン
」
と
言
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
　
「
ド
ン
タ
ク
」
と
は
休
日
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と

は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
N
O
n
d
a
g
で
あ
り
、
そ
れ
が
耽
っ
て
「
ド
ン
タ
ク
」
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
N
O
n
は
太
陽
で
d
a
g
は
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日

曜
日
、
礼
拝
日
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
本
来
は
仕
事
を
休
ん
で
教
会
に
礼
拝
に
行
く
た
め
の
日
の
意
で
あ
る
。
（
山
口
佳
紀
編
『
暮
ら
し
の
こ
と

ば
語
源
辞
典
』
（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）
　
四
八
四
貢
。
及
び
、
杉
つ
と
む
著
『
語
源
海
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
五
年
）
　
四
五
九
貢
参
照
）

こ
れ
と
は
別
に
、
明
治
時
代
よ
り
時
報
に
午
砲
（
空
砲
）
を
撃
つ
地
域
が
あ
り
、
そ
の
正
午
の
大
砲
の
　
「
ド
ン
」
と
い
う
音
よ
り
一
日
の
半
分
が
休
み

な
の
で
、
「
半
ド
ン
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
四
一
三
頁
。

同
右
、
四
一
九
貢
。

こ
の
項
の
史
料
に
関
し
て
は
、
内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
二
巻
、
第
三
巻
、
第
四
巻
、
第
六
巻
参
照
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
二
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
七
一
貢
。
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明
治
文
化
研
究
会
編
『
明
治
文
化
全
集
』
別
巻
明
治
事
物
起
源
下
巻
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
一
二
六
五
貢
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
三
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
六
一
貢
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
四
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
八
三
貢
。

明
治
文
化
研
究
全
編
『
明
治
文
化
全
集
』
別
巻
明
治
事
物
起
源
下
巻
（
日
本
評
論
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
一
二
六
六
五
。

同
右
参
照
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
六
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
三
頁
。
こ
の
明
治
六
年
一
月
七
日
の
太
政
官
布
告
で
は
、
一
月
一
日

よ
り
三
日
迄
と
六
月
二
十
八
日
よ
り
三
十
日
迄
、
ま
た
、
十
二
月
二
十
九
日
よ
り
三
十
一
日
迄
と
年
末
年
始
の
休
暇
と
暑
中
休
暇
を
定
め
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
六
月
二
十
三
日
に
「
本
年
第
二
兢
布
告
ノ
内
六
月
廿
八
日
ヨ
リ
三
十
日
迄
ノ
休
暇
ハ
取
消
シ
」
と
な
っ
た
。

（
同
右
、
三
〇
三
頁
）

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
六
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
七
九
一
l
七
九
二
貢
。

「
院
省
使
府
願
之
官
員
奏
任
官
以
上
ハ
本
年
八
月
一
日
ヨ
リ
十
五
日
以
内
判
任
以
下
同
五
日
以
内
之
休
暇
ヲ
賜
り
候
條
御
用
向
差
支
無
之
様
便
宜

見
計
休
暇
可
申
付
事

一
長
官
之
儀
ハ
次
官
ト
可
申
台
車

一
休
暇
中
旅
行
致
候
儀
ハ
勝
手
次
第
二
候
得
共
行
ク
先
々
其
筋
へ
相
届
可
申
事

但
東
京
在
官
之
分
ハ
八
月
一
日
ヨ
リ
同
三
十
一
日
迄
地
方
ハ
九
月
三
十
日
迄
之
内
ヲ
以
本
文
ノ
如
ク
休
暇
賜
候
儀
卜
可
心
得
事
」

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
七
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
年
）
三
二
九
責
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
七
四
頁
。

八
東
清
貰
著
『
祭
日
祝
日
謹
話
』
（
内
外
書
籍
、
昭
和
八
年
）
八
l
九
貢
参
照
。
た
だ
し
こ
の
中
で
、
「
明
治
三
年
四
月
二
十
七
日
太
政
官
布
告
第
五

十
七
兢
中
」
と
あ
る
が
、
法
令
全
書
で
確
認
す
る
も
の
の
該
当
す
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
五
巻
之
一
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
八
四
貢
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
六
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
三
頁
。

同
右
、
七
五
貢
。

同
右
、
五
二
〇
l
五
二
一
頁
。
神
嘗
祭
に
つ
い
て
は
明
治
十
一
一
年
第
二
十
七
号
布
告
「
神
嘗
祭
十
月
十
七
日
二
改
定
」
を
も
っ
て
九
月
を
十
月
に
改
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め
る
。
（
内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
二
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
年
）
五
八
五
）
天
長
節
に
つ
い
て
十
一
月
三
日
は
新
暦
で
あ
っ
て
、

太
陰
暦
の
九
月
二
十
二
日
に
相
当
す
る
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
一
巻
（
原
書
房
、
昭
和
五
十
年
）
一
三
一
貢
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
二
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
二
〇
七
頁
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
三
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
三
二
三
貢
。

一
里
と
は
現
在
の
三
・
九
二
七
k
m
で
あ
り
、
約
四
血
と
考
え
る
と
、
百
里
は
約
四
〇
〇
血
、
五
十
里
は
約
二
〇
〇
k
m
、
二
十
五
里
は
約
一
〇
〇
k
m
で

あ
る
。内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
一
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
　
四
〇
二
頁
。

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
二
巻
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
二
六
五
真
。
同
七
月
十
一
日
に
も
「
七
月
十
二
日
太
政
官
休
暇
」
と
あ
り
、

そ
の
内
容
は
「
明
十
二
日
参
議
以
上
外
御
用
ニ
テ
出
仕
無
之
二
付
休
暇
ノ
事
」
　
で
あ
る
。
（
同
、
二
六
七
五
）

内
閣
府
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
第
六
巻
ノ
一
（
原
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）
四
七
八
l
四
七
九
貢
。
現
段
階
で
は
詳
細
な
史
料
が
見
当
た
ら
な
い

た
め
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
八
束
清
貫
氏
の
『
祭
日
祝
日
謹
話
』
に
よ
る
と
祭
日
の
定
義
を
「
皇
室
・
国
家
・
国
民
の
総
て
が
一
体
と
な
り
、
天
祖
・

皇
祖
・
列
聖
・
天
神
地
祇
を
お
祭
り
し
て
、
過
去
に
残
さ
れ
た
そ
の
神
徳
や
、
鴻
業
に
対
し
、
最
も
慎
ま
し
や
か
に
報
本
反
始
の
枕
を
い
た
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
日
」
と
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
推
測
し
て
も
現
在
の
忌
引
と
考
え
ら
れ
る
。
（
八
束
清
貫
著
『
祭
日
祝
日
謹
話
』
（
内
外
書
籍
、
昭
和
八
年
）
一
恵
）

こ
の
他
に
、
特
別
臨
時
休
業
と
し
て
明
治
五
年
は
鉄
道
が
開
業
し
た
年
で
あ
り
、
九
月
十
二
日
に
鉄
道
開
業
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
二

日
前
の
九
月
十
日
に
「
乗
ル
十
二
日
銀
道
開
業
式
被
篤
行
候
二
付
休
暇
ノ
事
」
と
し
て
、
鉄
道
開
業
式
の
日
は
休
暇
と
し
た
。
こ
の
当
時
で
鉄
道
開
業

は
国
家
の
威
信
を
か
け
た
取
り
組
み
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
行
政
機
能
を
休
み
に
し
て
ま
で
で
も
、
国
を
挙
げ
て
成
功
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
0
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